
 

報 道 資 料  
平成３０年７月２日 

 

東京国立博物館特別展「縄文－１万年の美の鼓動」に 

幸田貝塚出土資料（国指定重要文化財）が展示されます 

 
１ 概 要 
  松戸市立博物館蔵・幸田貝塚出土資料（国指定重要文化財）のうち、12 点

を東京国立博物館特別展「縄文－１万年の美の鼓動」開催のため貸し出しま

す。 
全体構成８章のうち、第２章「美のうねり」で展示される予定です。この

章は、縄文時代前期「縄文で埋め尽くされた美」・中期「貼り付けされた美」・

晩期「描かれた美」に焦点をあてた構成になっており、このうち前期の特徴

的な資料群として幸田貝塚出土資料が展示されます。 
 
２ 開催期間  平成 30 年 7 月３日（火）～9 月２日（日） 
 
３ 主  催  東京国立博物館、NHK、NHK プロモーション、朝日新聞社 
 
４ 会  場  東京国立博物館平成館 
 
５ 添付資料 
（１）資料写真と解説（12 点中の 4 点） 
（２）企画書（東京国立博物館） 
 
 
 
 
 
 
 
 

【問い合わせ先】 
生涯学習部 博物館 
☎０４７－３８４－８１８１ 

 

21



1 深鉢形土器 

 

 

 

2 深鉢形土器 

 

3 片口付深鉢形土器               4 片口付深鉢形土器 
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写真解説 

１．深
ふ か

鉢形
ばちがた

土器
ど き

 縄文時代前期（約 6,500 年前） 

５つの頂点を有する 波状
は じ ょ う

口
こ う

縁
え ん

があり、均整のとれたプロポーションの土器。

高台
こ う だ い

付きである点が珍しい。2006 年にカナダ、モントリオール考古歴史博物館

「日本展」（JAPAN）で展示された。 

２．深鉢形土器 縄文時代前期（約 6,500 年前） 

ループ 文
も ん

（口
こ う

縁部
え ん ぶ

・胴
ど う

部
ぶ

くびれ部など）、羽状
う じ ょ う

縄文（胴下部）、コンパス 文
も ん

（波

状にみえる文様）など、この時期の土器文様の特徴の多くがこのひとつの土器に

集約されている。2006 年にカナダ、モントリオール考古歴史博物館「日本展」

（JAPAN）で展示された。 

３．片
か た

口付
く ち つ き

深
ふ か

鉢形
ばちがた

土器
ど き

 縄文時代前期（約 6,500 年前） 

波状 E

は じ ょ う

AAE口 E

こ う

AAE縁 E

え ん

Aの土器で、4つの AE波 E

は

AAE頂部 E

ち ょ う ぶ

Aがある。波頂間に AE片口 E

か た く ち

A（注ぎ口）が付くのは

珍しい。土器の AE地文 E

じ も ん

AAE様 E

よ う

Aは AE組紐 E

く み ひ も

AAE文 E

も ん

Aとよばれ、この時期の土器にみられる特徴で

ある。1998 年にパリ、日本文化会館「縄文展」（JOMON）で展示された。 

４．片口付深鉢形土器 縄文時代前期（約 6,500 年前） 

平らな口
こ う

縁
え ん

に片口
か た く ち

が付く土器。片口の上につく山形の突起は、上澄みを取り除

く時に内容物が流出するのを防ぐための形状と考えられている。 

2006 年にカナダ、モントリオール考古歴史博物館「日本展」（JAPAN）で展示され

た。 
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